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GMG ColorServer Multicolor
スポットカラーは、パッケージ印刷で特に頻繁に使用されます。しかし、
デジタル印刷でスポットカラーを正確に再現するにはどうすればよいでしょうか。
また、従来の印刷とデジタルプリントの間でジョブを柔軟に交換するには
どうすればよいでしょうか。このような素朴な質問だけでも、
デジタル印刷システムの実装は非常に困難になります。
GMG ColorServer Multicolor は、このような難問に対する答えです。
事実上すべての印刷プロセスとすべてのインクセットに対して正確な印刷データを確実に変換、
準備することがこれまでになく簡単になり、一貫した結果が保証され、同時にコストが削減されます。



デジタル印刷でも、従来の印刷機でも一貫した結果を
包装市場は、色再現に対する高い需要が特徴です。デジタル印刷は、
従来の印刷とまったく同じように見える必要があることは明らかです。
しかし、これは完全に異なる印刷プロセスでどのように達成できるでしょうか。
GMG ColorServer Multicolor を使用すると、さまざまなメソッド間の交換が簡単になります。
GMG OpenColor の受賞歴のあるプロファイルテクノロジー *¹ との連携で、
変換は即座に一貫した結果につながります。



毎回正確な再現を要求されるブランドカラー
従来の印刷では、ブランドカラーは通常、特別に混合されたインクを使用して印刷されます。
対照的に、デジタル印刷では固定カラーセットを使用します。したがって、
特定のブランドカラーは、マシンの固定インクセット内で再現する必要があります。
GMG ColorServer Multicolor は、すべてのスポットカラーを目的の出力機色空間

（CMYK または CMYKOGV）に自動的に色変換し、印刷結果が同じに見えるようにします。



プリプレスの現場でも柔軟性が高まり、
結果として目視での色差が少なくなります
スポットカラーの操作は、特にこれらが画像で使用されている場合、
色調修正に長けたプロフェッショナルがツールを使用しても非常に時間がかかり、
なおかつ、ケースバイケースのアプローチが必要です。GMG ColorServer Multicolor は、
各ファイルを手動で編集する代わりに、画像イメージや PDF を自動的に処理 (N to M*²) します。
それぞれの印刷条件と希望のスポットカラー処理を備えたさまざまなホットフォルダー技術により、
プリプレスでの作業がはるかに簡単になり、より良い結果が保証されます。



クロスプロセスの一貫性重視または最大色域重視
印刷機が追加のインク（オレンジ、グリーン、バイオレットなど）を使用する場合、
それに応じてより大きな色空間を利用できます。
スポットカラーを高精度でシミュレートできるだけでなく、
拡張された色空間のおかげで画像をより鮮やかに表示することもできます。
この色空間の可能性を最大限に引き出すことで、まったく新しい可能性が開かれます。
印刷製版オペレーションには、印刷物の最大色域の活用(N to M)、またはプロセス間の一貫性という選択肢があります。
これは、すべてのクライアントのココロに刺さる、色のノウハウです。



スポットカラー変更の代わりに刷版データの内容が変わるだけ
固定カラーセットを使用したマルチカラーワークフローには、
従来の印刷にも大きな利点があります。

唯一の要件は︓ GMG ColorServer Multicolor を使用した効率的な CMS
スポットカラーをジョブごとに変更する代わりに、すべてのジョブが 7c 固定カラーセット
で印刷されます。GMG のカラーマネージメントにより、セットアップコストが節約され、
現場のプレスルームだけでなく、さまざまな場所での生産が大幅に簡素化され、柔軟性が高まります。 



プロダクト オペレーティングシステム ハードウェア要件 サポートされている言語

GMG ColorProof 

GMG OpenColor

Windows 10 (64-bit) 

GMG ColorServer 

GMG SmartProfiler

英語、フランス語、ドイツ語、イタリア語、
スペイン語、ポルトガル語、簡体字中国語、
日本語、韓国語

GMG製品のシステム推奨事項
以下の要件を満たす構成をお勧めします。

プロセッサー︓Intel®Core™i7
メモリ︓最小 8 GB RAM、最小 512 GB SSD
グラフィックカード/モニター︓
最小解像度1280 x1024ピクセル
周辺機器︓ドングルと測定デバイス用USBx2、
ネットワークカード、インターネットアクセスをお勧めします
注︓測定デバイスドライバは、ローカルインストールでのみ
サポートされます
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*¹
　　　　　European Digital Press Association 2017
　　　　　EDP AWARD : GMG OpenColor
              ベストカラーマネージメント賞受賞

　　　　　Printing Industries of America 2013
               InterTech ™ Technology Awards :
               GMG OpenColor
               米国印刷工業会賞受賞

　　　　　Flexographic Technical Association 2013
               FTA Technical Innovation Award :
               GMG OpenColor
              米国フレキソ印刷協会賞受賞

　　　　　European Rotogravure Association 2013
               ERA Innovation Award :
               GMG OpenColor
　　　　　ヨーロッパグラビア協会賞受賞

注釈と解説

*²
　N to M 処理 : 従来の色変換処理では Lab 値を使ったプロファイル変換のみ
可能だった特色変換を GMG Colorserver MultiColor では GMG OpenColor と
の相互補完により分光スペクトル値を用いた GMG オリジナルの色変換方法。

　N to M とは：
N（C ＋ M ＋ Y ＋ K ＋特色（各色特色扱い））から４（CMYK) への変換、
N（C ＋ M ＋ Y ＋ K ＋特色（各色特色扱い））から M（マルチ（CMYKOGV））
などへの４色から最大 7 色までの色分解を可能としたプロファイル処理方法。


